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I. はじめに

近年，さまざまな災害において指疋外避難所への避難が発生 している。例えば， 2011年の東11本）＜姦災，

2016年の熊本地は 2018年の西日本袋雨において，（［‘む避難やl19：中避雅など指‘疋避雅所以外への避難の発

I Iり が報れ• されて いる 。 しかし ，指定外避難所への避難に つ いて 1 •分に li)f究されているとは言えない。 本稿で

は， 1町 l：研究を慨観し， li）「究されていない領域を比ピするこ とを11的として，指疋外避難所への避難を取り

lこげている論文を対依に PRISMA-S成 にJ，しづくスコー ビンクレビュー1)を共施した。

K I : h|I 出 さ れた ，；1ii文 の 、 1} ,!l i,'l ½U
2. 研究方法

i. 論文収集

溢文収果には J-STACEを（史川 したD 検索ク エ リは「（指走外

ORよ指走 OR辿難所外） AND避難」とし， 165件ヒ ットした

(2023/3/24)。避雉に1y.,lする内容に絞るため， PRISM/¥-ScR に
J,tづくスク リーニングを尖施し1此終的に ll件に絞られた （｝く

l)。スクリ ーニ ングは，客蜆性を確保するため，第 -'第四抒K・

らがそれぞれ単独で火施し た。 ．．者1iilで一致しなかった論文に

ついては， 合議により分析への採否を決久ピした、9

ii. KJ法による主題の抽出

1指定外避雅）所への避雅の全体像」とい うテーマで KJ法に よ

る分析を第-,第 ．． ， 第四抒者らで尖施した。 ~111 出 さ れた全倫文

を各 ；牙ri·が 1虫、＇！： し て ク グ付け し ， 令 （本 （象の整狸を試みた。 本研究では，各海文で共辿 し て い るこ と や関係•r1
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を加｝納的に1I)lらかにするこ とを II的として利川する。

iii. 災害マネジメン トサイク ル (DMC:Disaster Management Cycle)観点からの分析

DMCとは， i:に四つの段陪，すなわち Preparedness,Response, Recovery. Mitigationでの己括的な災・,If

マネジメン トを火・脱している 2l.,本研究では，OMCモデルを分析的枠組みとして川い、 hll出された謡i又を

各段陪に内IIり振り l既fi:li)f究の1i5)用する。

3 結果

i. KJ法による既往研究全体像の分類・整理

KJ法を川いて抽出 した 11本の，i倫文の i・：題を1登狸 した。 i沿iとして 「指‘疋外避難1所の被災状況」， I指ii

外雌難所の選択行動」 ， 「指定外避難所の発生災lk|」. 「指定外避難｝所の提案」， I・指疋—指疋外避難lリi d)沖

携」がhll出された。 i咄虹の関係性を説明すると ，よず指‘}と外避難所の被災状況を取り 1：げる研究領域がある，

そして，被災状況による指定外避難所への避雅行動の影愕を調在する ものがある。 さらに．避難行動の選l/91

Jll！由や．避難行動プロセ スを，記述するも のがある，，逆に，避難行勅のf視点から指疋外避難所の発牛＇炭 IAIIこ ）

いて研究するものも ある。発生＇災囚 としては，地形的＇災囚 と社会的災IKIの2つについて，i及されており ．災

？濯JJUl で は地）fi的 咲 lxl が 多 く を 占 め． その後社会 l'l’•J '災 lk.l ヘシフ トし て い く 。 社会的以汁刈 は，復陳フェーズ

の指疋-・指疋外辿難I所の連槻に彩愕する。また，新たな指疋外避薙所(/)提浴け．指崖外泄難所の種類を贈やー）一

と で発生 煤LKL に影限遠~ りえ ろ 。

ii. DMCモデル適用による未開拓領域の特定

DMCモデルにJ，じづ く既往研究を収郎 した鮎果を図 lにポす．まず， 「氾iiiiiiに1}しlして取り I:げてい るhll
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究がイサ足し ているこ とが明らかにな った。そして，

r卜）j勅対J、ぷlに関 しては，人きく 分けて地形に汎・I I 

しているも の と避雅場所の選択Fll由を取 りヒげて

いるも のがあ った。［俊1[1．復飩」では，被災地域

での指定外避難所の（r:（し紐義，指定避難）所との辿

槻を取り l —． げているも のがあ る。 「被 ·,I;-軽減Jで は，

指走外避難所の提案がさ れている 特^に．指走避難

所との述携を取り 1’．げているも のが ］1件I|IIl件
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は存在し大｀1'： を占め て いる 。 指疋外避•):iI（：所では ． 支 l:1| l : DMCモデルヘの適川

援を受 け ら れない等の 11，i l：組を抱え、それらをいかに辿携に よりf~,1行i'i す るかが多く研究されて いた 。

4. 考察

以 1・ーの結果から，指疋外避難所に関して，（D柑！佃i段階や，②湘備が避難行動の選択狸山や行卯jプロセスに

l]• える影憫＼について (iJf 究が イ遠足 していると判明 した，， 1Vi者に関しては ， 災内の準備段階に関する 1i/f究は l i に

指疋避難J~「への避難 と 復興時の生括を対象と しており ，指走外避難Ijiへの泄英(ii (/)湘備段I特につし Iては検討さ

れてこなかったと 与えられる，＞ ー）j,令和：3年の内閣府による 「避難枯報に関すろガイ ドライン1(/)改訂で

は， 避難は行政が指走 した 1避難場所へ(})、'r．退き避難Iだけでなく ，以下 3つの行動があるとされている ：

咳 ↑な親戚 ・知人宅へ(/)、'f．退さ避難I, I安全なホテJレ・旅館へ{})、T．退き避難 I' I}哨内安令9t(1:f呆J丸，こ

(/)点を熙みる と，災‘,1;:(/)i1k(Ii0段陪（／）研究として指走辿難所への避難のみを対象とするのは近年の災害対策に

向けてはイミ l •分であると 考 えられる 。 つ ．K り， I 避難•情報に関するガイ ドライン l でぶされた他の 3 つの避

難）j法を含めた指疋外避難｝祈への避難をいかに準備するのかについて研究が行われる必疫がぷ唆された(9

後者に関 してit，指走外避難所の汁t()iii段附(})研究がイ辻ししているこ とから，必然的に咄仙と避雉行動 ・ブ

ロセスの1月係性を取 り1-_1rる研究i-t見られない。一ー）j,邪仙からその後の行動への影料限を捉える研究にilt，荘
硲がある なぜな ら，人々の避難場所(/)f介1!1l制度1,・,1卜.に繋が り符 るからである。 現状の避難行数推移モデル

では被，り状況のみを反映させてお り，どんな人が とんなJ11!IIIで避難 したかが（本系化されていかいことで，梢

疫に限界がある とされている 4)。 さらに，湘備状況に関するデータは災＇，if1'1iiから収集可能であ り，祁噌ii:I犬仇

と避難行動Jり血 と行動プロセ ス0)関係 を捉える ことltモデル(/)精度に大きく影膊ずると与える。

5. 終わりに

本研究では．指定外避難所への避難に1対する既往liJf究の令体像を明らかにする ことを「1的として，スコー

ピング レビょーを実施 した レピュー結果として既往研究(/)令体を概親 し， 各研究の1共li系i'Iー：． とギャップ(})特

必を行っに指疋外避難所へ(/)避難に対 して． 11常から(/)準備に1関する研究(/)1直足，II常時から(/)，絃識が避

難行動へりえる影粋等につしヽて明 らかになっていないことがわかっ／こぐ，これらを1リlらかにし，必 ＇災な対策を

，溝 じることで，指＇ぷ外避難1J「ヘ(/)迅速な避薙や匁J；和的利川にJ:る復腹の促進につながる II「能性が朽えられる。

本研究の 部 は，東卓 r_．．菜人臀：オa米仕会 DESIGN機構（DLab)IJ)DLab Challenge(})文援を受けていろ。
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は存在し大｀1'： を占め て いる 。 指疋外避•):iI（：所では ． 支 l:1| l : DMCモデルヘの適川

援を受 け ら れない等の 11，i l：組を抱え、それらをいかに辿携に よりf~,1行i'i す るかが多く研究されて いた 。

4. 考察

以 1・ーの結果から，指疋外避難所に関して，（D柑！佃i段階や，②湘備が避難行動の選択狸山や行卯jプロセスに

l]• える影憫＼について (iJf 究が イ遠足 していると判明 した，， 1Vi者に関しては ， 災内の準備段階に関する 1i/f究は l i に

指疋避難J~「への避難 と 復興時の生括を対象と しており ，指走外避難Ijiへの泄英(ii (/)湘備段I特につし Iては検討さ

れてこなかったと 与えられる，＞ ー）j,令和：3年の内閣府による 「避難枯報に関すろガイ ドライン1(/)改訂で

は， 避難は行政が指走 した 1避難場所へ(})、'r．退き避難Iだけでなく ，以下 3つの行動があるとされている ：

咳 ↑な親戚 ・知人宅へ(/)、'f．退さ避難I, I安全なホテJレ・旅館へ{})、T．退き避難 I' I}哨内安令9t(1:f呆J丸，こ

(/)点を熙みる と，災‘,1;:(/)i1k(Ii0段陪（／）研究として指走辿難所への避難のみを対象とするのは近年の災害対策に

向けてはイミ l •分であると 考 えられる 。 つ ．K り， I 避難•情報に関するガイ ドライン l でぶされた他の 3 つの避

難）j法を含めた指疋外避難｝祈への避難をいかに準備するのかについて研究が行われる必疫がぷ唆された(9

後者に関 してit，指走外避難所の汁t()iii段附(})研究がイ辻ししているこ とから，必然的に咄仙と避雉行動 ・ブ

ロセスの1月係性を取 り1-_1rる研究i-t見られない。一ー）j,邪仙からその後の行動への影料限を捉える研究にilt，荘
硲がある なぜな ら，人々の避難場所(/)f介1!1l制度1,・,1卜.に繋が り符 るからである。 現状の避難行数推移モデル

では被，り状況のみを反映させてお り，どんな人が とんなJ11!IIIで避難 したかが（本系化されていかいことで，梢

疫に限界がある とされている 4)。 さらに，湘備状況に関するデータは災＇，if1'1iiから収集可能であ り，祁噌ii:I犬仇

と避難行動Jり血 と行動プロセ ス0)関係 を捉える ことltモデル(/)精度に大きく影膊ずると与える。

5. 終わりに

本研究では．指定外避難所への避難に1対する既往liJf究の令体像を明らかにする ことを「1的として，スコー

ピング レビょーを実施 した レピュー結果として既往研究(/)令体を概親 し， 各研究の1共li系i'Iー：． とギャップ(})特

必を行っに指疋外避難所へ(/)避難に対 して． 11常から(/)準備に1関する研究(/)1直足，II常時から(/)，絃識が避

難行動へりえる影粋等につしヽて明 らかになっていないことがわかっ／こぐ，これらを1リlらかにし，必 ＇災な対策を

，溝 じることで，指＇ぷ外避難1J「ヘ(/)迅速な避薙や匁J；和的利川にJ:る復腹の促進につながる II「能性が朽えられる。

本研究の 部 は，東卓 r_．．菜人臀：オa米仕会 DESIGN機構（DLab)IJ)DLab Challenge(})文援を受けていろ。
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